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平成27年度
一般会計歳入歳出決算

科目別歳入状況（総額：5,922,363）

地方交付税
3,141,798
53.0％

総務費
1,326,939
22.7％

民生費
1,401,940
24.0％

衛生費
529,108
9.1％

農林水産業費
500,051
8.6％

公債費
880,039
15.1％

国庫支出金
709,039
12.0％

県支出金
455,940
7.7％

町債
848,292
14.3％

■地方譲与税
74,395
1.3％

■商工費
69,687
1.2％

土木費
285,276
4.9％

災害復旧費
215,569
3.7％

消防費
185,344
3.2％

教育費
350,467
6.0％

労働費
0
0.0％

町税
304,132
5.1％

■地方消費税交付金
112,052
1.9％

■繰入金
18,254
0.3％ ■繰越金　31,883　0.5％

■諸収入　56,007　0.9％
■分担金及び負担金　52,718　0.9％
■寄附金　22,853　0.4％
■財産収入　26,848　0.5％
■使用料及び手数料　56,915　1.0％

■議会費　94,380　1.6％

■自動車取得税交付金　7,204　0.1％
　利子割交付金　453　0.0％
　配当割交付金　902　0.0％
　株式等譲渡所得割交付金　918　0.0％
　地方特例交付金　218　0.0％
　交通安全対策特別交付金　1,542　0.0％

依存財源
90.4％

自主財源
9.6％

科目別歳出状況（総額：5,838,800）

平成２７年度　一般会計歳入歳出決算対前年比較
（歳入）	 	 	 	 	 	 	 (歳出）	 	 	 	 	 	 (単位：千円)

款
平成２７年度
決算額
（Ａ）

構成比
％

平成２６年度
決算額
Ｚ

構成比
％

比較
(Ａ)-(Ｂ)=
（Ｃ）

伸率
(Ｃ)/(Ｂ)
％

款
平成２７年度
決算額
（Ａ）

構成比
％

平成２６年度
決算額
Ｚ

構成比
％

比較
(Ａ)-(Ｂ)=
（Ｃ）

伸率
(Ｃ)/(Ｂ)
％

1 町税 304,132 5.1 294,959 5.6 9,173 3.1 1 議会費 94,380 1.6 91,798 1.8 2,582 2.8
2 地方譲与税 74,395 1.3 71,255 1.3 3,140 4.4 2 総務費 1,326,939 22.7 721,165 13.8 605,774 84.0
3 利子割交付金 453 0.0 506 0.0 △53 △10.5 3 民生費 1,401,940 24.0 1,381,372 26.4 20,568 1.5
4 配当割交付金 902 0.0 1,449 0.0 △547 △37.8 4 衛生費 529,108 9.1 539,910 10.3 △10,802 △2.0

5 株式等譲渡所
得割交付金 918 0.0 992 0.0 △74 △7.5 5 労働費 0 0.0 3,973 0.1 △3,973 △100.0

6 地方消費税交
付金 112,052 1.9 59,423 1.1 52,629 88.6 6 農林水産業費 500,051 8.6 452,429 8.6 47,622 10.5

7 自動車取得税
交付金 7,204 0.1 4,786 0.1 2,418 50.5 7 商工費 69,687 1.2 111,006 2.1 △41,319 △37.2

8 地方特例交付
金 218 0.0 294 0.0 △76 △25.9 8 土木費 285,276 4.9 353,683 6.8 △68,407 △19.3

9 地方交付税 3,141,798 53.0 3,030,649 57.0 111,149 3.7 9 消防費 185,344 3.2 171,128 3.3 14,216 8.3

10 交通安全対策特別交付金 1,542 0.0 1,506 0.0 36 2.4 10 教育費 350,467 6.0 415,981 7.9 △65,514 △15.7

11 分担金及び負担金 52,718 0.9 50,215 0.9 2,503 5.0 11 災害復旧費 215,569 3.7 118,691 2.3 96,878

12 使用料及び手数料 56,915 1.0 55,697 1.0 1,218 2.2 12 公債費 880,039 15.1 871,437 16.7 8,602 1.0

13 国庫支出金 709,039 12.0 619,263 11.7 89,776 14.5 13 諸支出金
14 県支出金 455,940 7.7 456,795 8.6 △855 △0.2 14 予備費
15 財産収入 26,848 0.5 15,312 0.3 11,536 75.3
16 寄附金 22,853 0.4 8,828 0.2 14,025 158.9 歳出合計 5,838,800 100.0 5,232,573 100.0 606,227 11.6
17 繰入金 18,254 0.3 31,209 0.6 △12,955
18 繰越金 31,883 0.5 57,522 1.1 △25,639 △44.6
19 諸収入 56,007 0.9 69,441 1.3 △13,434 △19.3
20 町債 848,292 14.3 483,963 9.1 364,329 75.3

歳入合計 5,922,363 100.0 5,314,064 100.0 608,299 11.4
(注)各款ごとの決算額は，決算統計上の分類方法により決算書の額と一致しないものがある。

(単位：千円)
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●1件目に「企業誘致促進対策事業費」で建設された貸工場の現状
について日本マルコ株式会社の徳田氏から説明を受けました。操業
状況については、従業員の確保が難しく、未だ、本格稼働には到っ
ていないとのこと。8月末にパート従業員20名の募集を行ったが応
募者は10名、年齢層は50代が半数で、現在は選考中であり、引き
続き募集を行うとの事でありました。委員から募集に関して時給が
低い事や勤務時間が４時間と少ないことが多数の応募につながらな
いのではとの意見が出されました。この工場は雇用の面で町民が大
きな期待をしていることから、給与や勤務時間、労働環境等を考慮
し、従業員を確保して早期に当初計画の120名操業体制できるよう
担当課へ要望しました。

●次に「犬田布岬公園観光地連携整備事業
費」展望休憩所、多目的広場、遊歩道の建
設事業に関して担当課長より説明を受けま
した。事業で植えられていたヤシの木が当
初から枯れており、植樹業者に瑕疵保証で
植え替えを指導していただきたい、また慰
霊塔も腐食しており、崩落の恐れもあるので
周囲のロープなど安全対策を行う事、また、
将来、慰霊塔の建て替え等の費用も予想さ
れることから、国営の公園にできるよう要望
しました。

●次に「再生可能エネルギー等導入推進
基金事業」ほーらい館の太陽光発電設備
及び蓄電池の利用状況について担当課
長より説明を受けました。全額補助事業
との事で災害時の避難所として活用して
いる、ほーらい館の停電時電力の補完設
備として活用されており、施設消費電力
料の３％程度を賄っているとの事であり
ましたが、蓄電池耐用年数が10年間で更
新時に多額の費用を要するとの事が懸念
されますが5ヵ月間で26万円の使用料低
減ができており今後も有効活用するよう
に要望しました。

平成２８年第３回伊仙町議会定例会において
平成２７年度伊仙町一般会計歳入歳出決算他６特別会計歳入歳出決算審査特別委員会

（一部抜粋※委員長報告につきましては、町ホームページ「会議録」をご確認下さい。）

　去る、平成28年9月13日に当特別委員会に付託されました「平成27年度伊仙町一般会計他６特別会計歳入歳出
決算」は、9月16日金曜日から9月21日水曜日までの6日間、議長並びに議会選出監査委員を除く12名の委員で審
査いたしました。そのなかで9月16日金曜日に現地調査を行ないましたので主な項目について報告いたします。

●次に「東部地区基幹改良事業費」の東
部浄水場の進捗状況について、担当課よ
り説明を受けました。現状の面縄・喜念
両浄水場の水質が悪いため、この浄水場
が完成すると東部地区はもとより中部地
区の水量、水質も改善されるとの事で水
道課としても期待しているとの事で、平
成30年度に給水する計画との事でありま
した。水道事業の統合計画に沿って計画
的な事業推進を要望しました。
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平成２８年　第３回臨時会　全議案（会期８月１６日　１日間）
議 案 番 号 議案件名 備 考

承認第12号 平成２８年度伊仙町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認 可 決

議案第56号 伊仙町課設置条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第５７号 伊仙町定住促進住宅条例の制定 原案可決

議案第５８号 平成２８年度伊仙町一般会計補正予算（第４号） 原案可決

平成２８年　第３回定例会　全議案（会期９月１３日〜２６日　１４日間）
報 告 第３号 平成２７年度健全化判断比率 可 決

報 告 第４号 平成２７年度資金不足比率 可 決

諮 問 第１号 人権擁護委員候補の推薦につき意見を求めることについて 答 申

議案第５８号 伊仙町職員の退職管理に関する条例の制定 原案可決

議案第５９号 伊仙町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　　 原案可決

議案第６０号 伊仙町職員等の旅費等に関する条例の一部を改正する条例　 原案可決

議案第６１号 伊仙町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第６２号 伊仙町肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第６３号 高齢者等肉用牛導入基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第６４号 伊仙町過疎地域自立促進計画の一部変更 原案可決

議案第６５号 農業競争力強化基盤整備事業農地整備事業分担金負担割合 原案可決

議案第６６号 平成２８年度伊仙町一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第６７号 平成２８年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第６８号 平成２８年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第６９号 平成２８年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第７０号 平成２８年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第７１号 平成２８年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

認 定 第１号 平成２７年度伊仙町一般会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第２号 平成２７年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第３号 平成２７年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第４号 平成２７年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第５号 平成２７年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第６号 平成２７年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第７号 平成２７年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算 認 定

同 意 第２号 副町長の選任　（追加議案） 同 意

陳 情 第４号
「複式学級の解消を図るための定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元を求
め、教育の機会均等をはかるための、2017年度政府予算に係る陳情書採択の要請に
ついて」

採 択
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ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
費
、
県

平
均
４
４
．
８
％
本
町
で
は

５
．６
％平

成
27
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
状
況
で
は
、
徳

之
島
３
カ
町
の
中
で
も
本
町
が

９
７
２
万
３
千
円
と
一
番
多
く
納

税
頂
い
て
い
る
が
、
返
礼
費
に

関
し
て
は
、
県
平
均
で
４
４
．
８

％
に
対
し
、
本
町
で
は
５
．
６
％

（
54
万
）
と
、
も
っ
と
も
低
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
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鑑
み
た
う
え
で
、
今
後
ふ
る
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納
税
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
い
く
の
か
問
う
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
サ
イ
ト

『
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
』
を
活
用

（
未
来
創
生

課
長
）
伊
仙

町
へ
直
接
寄
附
を
い

た
だ
い
た
「
き
ば
ら

で
ぇ
伊
仙
応
援
寄
付
金
」
の
件

数
が
62
件
、
金
額
と
し
て
１
，

２
４
２
万
３
千
円
、
県
を
通
じ
て

寄
附
を
頂
い
た
「
か
ご
し
ま
応

援
寄
付
金
」
が
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件
、
50
万
８
千

円
と
合
わ
せ
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、
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２
９
３
万
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返
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３
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）
と
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あ
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し
、
伊
仙
町
を

知
ら
な
か
っ
た
方
か
ら
も
多
く
の

寄
附
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
組
み
と
し
て
は
、
町

の
特
産
品
で
あ
る
マ
ン
ゴ
ー
や

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
黒
糖
焼

酎
な
ど
、
あ
く
ま
で
も
地
元
産
の

旬
の
商
品
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
も
出
身
者
か
ら
は

帰
省
の
時
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
や
移

動
費
の
助
成
な
ど
、
ふ
る
さ
と
を

思
い
、
寄
附
さ
れ
る
方
の
希
望
を

叶
え
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
た
く

さ
ん
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

多
く
の
選
択
肢
を
持
て
る
よ
う
な

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
島
の
特
産
品

が
欲
し
い
、
ふ
る
さ
と
へ
貢
献
し

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
で

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
る
方
が
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
一
番
寄

附
を
し
や
す
い
よ
う
な
宣
伝
や
送

金
の
工
夫
を
し
て
、
即
時
に
返
礼

等
を
行
な
い
、
御
礼
の
気
持
ち
を

伝
え
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
今

後

現
在
、
本
町
で
は
「
子
宝

日
本
一
の
町
伊
仙
町
へ
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
を
」
と
い
う
名

目
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

推
進
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
並
び
に
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

東
証
一
部
上
場
企
業
等
全
国

に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

（
未
来
創
生
課
長
）
今
後

の
取
組
み
と
し
て
は
、
地

方
創
生
応
援
税
制
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
関
し
、
伊
仙
町
へ
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
を
と
い
う
趣
旨

及
び
メ
リ
ッ
ト
等
を
説
明
し
た
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
東
証
一
部
上

場
企
業
も
含
む
全
国
の
企
業
の
ほ

う
へ
送
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
職
員
朝
礼
に
お
い
て
、
制
度

や
事
業
の
説
明
、
伊
仙
町
の
広
報

誌
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
業
の
趣

旨
説
明
及
び
協
力
の
依
頼
を
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。
広
く
町
民
の

方
々
か
ら
地
元
出
身
者
で
企
業
を

興
し
て
い
る
方
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
未
来
創
生
課
で
対
応
し
て

い
く
計
画
で
す
。
ま
た
、
関
西
伊

仙
町
会
に
お
い
て
も
郷
友
会
自
体

で
伊
仙
町
の
こ
の
取
組
み
を
応
援

し
て
頂
け
る
と
い
う
申
し
出
が
ご

一
般
質
問

平
成
28
年
　
第
3
回
定
例
会平　博人 議員

問

問

ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
関
東
、
中

部
さ
ら
に
は
鹿
児
島
の
ほ
う
へ
も

賛
同
い
た
だ
け
る
よ
う
取
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

答
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問
う
。

温
水
処
理
施
設
は
難
し
い
が

住
民
と
話
し
合
い
を

（
町
長
）
第
１
号
、
第
２

号
温
水
器
と
言
う
話
は
、

私
は
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
し
、

聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
、
あ
の
施
設
の
中
に
温

水
処
理
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
集
落
民

と
の
当
時
の
い
ろ
ん
な
約
束
が
あ

る
わ
け
で
す
の
で
、
こ
の
こ
と
も

含
め
話
し
合
い
を
今
後
し
て
い
く

こ
と
は
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

改
修
費
用
の
基
金
積
み
立
て

に
つ
い
てご

み
処
理
施
設
の
耐
用
年

数
が
15
年
と
な
っ
て
い
る

が
、
施
設
の
改
修
費
用
の
基
金
積

み
立
て
に
つ
い
て
は
な
さ
れ
て
い

る
の
か
問
う
。

基
金
積
み
立
て
は
考
え
て
い

な
い

（
町
長
）
広
域
連
合
議
会

で
、
今
後
、
焼
却
炉
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を
数
年
前

か
ら
議
論
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
資

料
を
く
ま
な
く
探
し
な
が
ら
、
調

査
を
し
っ
か
り
し
て
、
ま
た
皆
さ

ん
に
お
答
え
で
き
る
よ
う
な
形
を

取
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
内
に
温

水
器
１
号
、
２
号
器
設
置

当
時
計
画
さ
れ
た
土
地

利
用
に
つ
て
、
温
水
を
利

用
し
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
計
画

し
て
、
実
現
す
る
こ
と
を
約
束
し

て
、
地
元
住
民
を
納
得
さ
せ
て
、

ご
み
処
理
施
設
を
建
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
み
処
理
施
設
内
に

温
水
器
１
号
器
、
２
号
器
が
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
残
地

に
関
係
す
る
徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
施

設
内
に
温
水
器
施
設
の
活
用
を
目

的
に
建
設
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町

と
し
て
、
温
水
器
１
号
器
、
２
号

器
が
建
設
さ
れ
て
い
る
事
は
確
認

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
こ
れ
だ
け
の
立
派
な
施
設
を
整

備
し
な
が
ら
、
14
年
間
放
置
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
活
用
す
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。
そ
う
し

て
、
建
設
当
時
は
、
残
地
に
温
水

施
設
を
活
用
し
て
、
施
設
整
備
を

行
う
予
定
が
あ
っ
た
が
、
今
後
、

残
地
の
活
用
を
き
ち
っ
と
考
え

て
、
集
落
住
民
に
納
得
で
き
る
よ

う
に
説
明
を
す
る
考
え
は
な
い
か

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
場
土
地

利
用
面
積
に
つ
い
て

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
ゴ
ミ
処
理
場

に
お
い
て
、
ご
み
処
理
場
施
設
用

地
と
し
て
14
年
目
に
な
り
ま
す
。

建
設
計
画
の
地
元
説
明
会
で
は
、

賛
成
、
反
対
の
大
き
な
問
題
と
な

り
、
裁
判
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
伊
仙
町
に
集

落
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
何
一
つ
果
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
み

処
理
場
施
設
用
地
と
し
て
購
入

し
た
面
積
、
そ
の
う
ち
利
用
さ
れ

て
い
る
面
積
、
利
用
さ
れ
て
い
な

い
面
積
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
問

う
。

利
用
面
積
約
４
万
㎡

（
町
長
）
こ
の
施
設
に
関

し
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

利
用
さ
れ
な
い
土
地

が
相
当
あ
り
ま
す
。

当
時
の
施
設
予
定
の

具
体
的
な
設
計
図

面
、
見
取
り
図
の
資

料
を
見
ま
し
た
が
、

本
当
に
こ
れ
だ
け
の

施
設
を
受
け
入
れ
る

為
に
は
、
こ
の
ぐ
ら
い

の
対
価
を
払
わ
な
け

れ
ば
、
地
元
の
方
々
が
納
得
し
な

い
と
言
う
中
で
出
て
き
た
施
設
だ

と
思
い
ま
す
。

（
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
長
）
利
用

面
積
と
致
し
ま
し
て
は
、
徳
之

島
愛
ラ
ン
ド
広
域
連
合
廃
棄
物

処
理
施
設
用
地
賃
貸
契
約
を
平

成
15
年
２
月
17
日
に
、
３
万
８
，

７
３
５
・
５
㎡
を
締
結
し
て
ご
ざ

い
ま
す
。

残
地
を
放
置
し
て
お
く
の
か

膨
大
な
町
民
有
地
を
購
入

し
て
、
そ
の
ま
ま
残
地
と

し
て
放
置
し
て
い
る
事
は
、
町
民

を
無
視
し
て
い
る
事
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
町
民
に
ど
の

よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
か
。

調
査
を
し
っ
か
り
し
て
い
く

（
総
務
課
長
）
こ
の
指
摘

を
受
け
て
、
し
っ
か
り
調

査
を
し
て
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な

美山　保 議員

で
、
い
ろ
ん
な
選
択
肢
が
あ
り
ま

し
て
、
広
域
連
合
議
会
で
も
、
リ

サ
イ
ク
ル
と
言
う
時
代
の
中
、
思

い
切
っ
た
形
で
リ
サ
イ
ク
ル
と
言

う
形
に
し
て
い
く
か
な
ど
と
言
う

議
論
が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
間
、

今
の
焼
却
炉
を
延
命
し
て
行
く

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
焼
却
炉
を
ど

こ
に
移
転
し
て
行
く
か
と
言
う
事

に
関
し
ま
し
て
は
、
い
ま
だ
に
議

論
の
域
ま
で
は
達
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
15
年
と
言
う
最
初
の
耐
用
年

数
は
、
大
幅
に
延
長
で
き
る
状
況

の
中
で
、
現
在
、
維
持
管
理
費
用

は
、
毎
年
３
町
か
ら
約
６
億
を
拠

出
し
、
維
持
管
理
費
に
充
当
し
て

い
ま
す
。
結
果
と
し
て
施
設
を
新

し
く
移
す
為
の
積
立
金
と
言
う
事

に
対
す
る
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な

い
し
、
各
町
で
そ
の
よ
う
な
目
的

の
基
金
は
創
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問

問

問

問

答

答

答答

徳之島愛ランドクリーンセンター
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次
期
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
に

つ
い
て平

成
13
年
10
月
の
町
長
選

挙
で
初
当
選
以
来
、
４
期

連
続
当
選
を
果
し
、
任
期
中
、
大

島
郡
町
村
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど

町
政
は
も
ち
ろ
ん
奄
美
群
島
全

体
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
今
任
期
も

終
盤
へ
と
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
少
子
高
齢
化
と
過
疎

化
が
進
行
す
る
中
、
政
府
が
進
め

る
地
方
創
生
関
連
事
業
の
推
進
や

２
年
後
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
実

現
に
向
け
た
取
組
み
な
ど
課
題
は

山
積
し
て
い
る
と
思
う
が
次
期
町

長
選
へ
出
馬
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
見
解
を
問
う
。

あ
ら
ゆ
る
政
策
を
み
ん
な
の

力
で
実
現（

町
長
）
結
論
か
ら
申
し

上
げ
ま
す
と
次
期
町
長
選

挙
に
は
強
い
気
持
ち
で
出
馬
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
15
年
間
、
色
々

お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
ま
だ
ま

だ
町
民
が
私
を
支
え

て
く
れ
た
そ
の
恩
返

し
を
十
分
で
き
た
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で

以
上
に
町
勢
発
展
に

全
力
で
取
組
み
恩
返
し
を
す
る

事
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。
議
会
の

方
々
の
深
い
理
解
と
、
何
よ
り
も

町
民
の
一
致
団
結
と
町
を
誇
り
高

い
町
に
し
て
い
く
決
意
が
あ
れ
ば

絶
対
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

集
落
の
活
性
化
は
、
各
種
役

員
の
確
保
か
ら

現
在
、
各
集
落
の
駐
在
員

が
い
な
い
集
落
は
ど
こ

か
。
ま
た
、
報
酬
が
他
町
と
比
較

し
て
安
く
な
い
の
か
。
そ
の
原
因

と
理
由
を
伺
う
。
駐
在
員
や
各
種

役
員
が
い
な
い
集
落
は
地
域
の
伝

統
行
事
や
年
祝
な
ど
も
行
え
ず
、

ま
た
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
美
化
活

動
も
出
来
ず
に
困
っ
て
い
る
と
聞

く
。
町
長
は
小
規
模
校
の
存
続
も

考
え
て
い
ま
す
が
こ
れ
も
集
落
の

活
性
化
あ
っ
て
だ
と
思
う
。
早
急

な
人
材
確
保
が
望
ま
れ
る
と
考
え

る
が
町
長
の
見
解
を
問
う
。

集
落
活
性
化
事
業
の
申
請
を

（
町
長
・
総
務
課
長
）
河
地

集
落
と
木
之
香
集
落
が
駐

在
員
不
在
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

報
酬
に
つ
い
て
は
駐
在
員
会
の
な

か
で
議
論
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
の
後
、
報
酬
審
議

会
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
平
成
29

年
度
の
報
酬
か
ら
結
論
が
見
え
て

来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
方
創

生
の
中
で
目
玉
と
な
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
さ
わ
や
か
サ
ロ

ン
な
ど
が
重
要
と
な
り
、
住
宅
政

策
の
一
環
と
し
て
各
集
落
に
住
宅

を
造
り
、
小
規
模
校
を
中
心
に
若

い
人
達
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
の
で
今
ま
で
以
上
に

駐
在
員
の
役
割
は
大
き
く
な
り
ま

す
。
河
地
、
木
之
香
集
落
の
不
在

地
区
に
関
し
ま
し
て
は
、
若
い
方

を
含
め
て
人
選
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
町
連
携
で
広
域
的
捕
獲
を

最
近
、
カ
ラ
ス
が
増
え
て

農
作
物
や
、
生
ゴ
ミ
を
食

い
散
ら
し
た
り
、
牛
舎
に
あ
る
飼

料
を
食
べ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
以
前
大
型
捕
獲
箱
を
東
部
・

中
部
・
西
部
の
３
地
区
に
設
置
し

て
あ
り
ま
し
た
が
現
在
の
活
用
状

況
を
示
せ
。
ま
た
、
天
城
町
で
は

西
阿
木
名
集
落
に
設
置
し
て
あ
る

が
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。
カ
ラ
ス

は
集
団
で
移
動
す
る
習
性
が
あ
る

の
で
３
町
連
携
し
て
広
域
的
に
捕

獲
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
が
見

解
を
問
う
。

適
正
な
管
理
体
制
を
構
築

（
経
済
課
長
）
西
部
地
区

に
２
基
設
置
し
て
あ
り
ま

し
た
が
諸
事
情
に
よ
り
中
部
地
区

牧　徳久 議員

問

問

問

答

答

答

カラスかご（西阿木名集落）

へ
移
動
し
た
関
係
上
、
昨
年
度
は

実
績
が
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
お

と
り
等
を
使
っ
て
運
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
天
城
町

の
状
況
は
平
成
27
年
12
月
に
設
置

し
、
今
年
８
月
よ
り
運
用
、
現
在

１
ヶ
月
で
50
羽
を
捕
獲
し
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
今
後
、
３
町
と
大

島
支
庁
の
関
係
者
な
ど
を
含
め
、

担
当
者
会
を
開
催
し
、
カ
ラ
ス
被

害
の
防
止
策
な
ど
を
検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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教
育
支
援
の

具
体
的
な
内

容
は
。

（
未
来
創
生
課

長
）
一
般
住
民

の
方
々
は
も
と
よ
り
、

教
員
で
あ
っ
た
方
、

教
員
免
許
助
手
保
持

者
、
特
殊
技
能
者
、
こ

う
い
っ
た
各
種
の
技

能
を
持
っ
た
有
志
を
募
り
、
未
就

学
児
向
け
の
読
み
聞
か
せ
教
室
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
基
礎

学
力
ア
ッ
プ
講
座
の
開
講
、
ネ
ッ

ト
回
線
を
つ
な
い
で
、
島
外
に
い

る
大
学
生
や
出
身
者
に
よ
る
大
学

や
職
業
に
関
す
る
講
義
、
ふ
る
さ

と
徳
之
島
を
知
る
た
め
の
、「
徳

之
島
学
」
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
学
習
支
援
協
議
会
を
立
ち

上
げ
な
が
ら
多
く
の
聞
き
取
り
や

提
言
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
現
実

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

事
業
計
画
に
よ
る
と
総
事

業
費
２
億
３
５
０
万
円
。

そ
の
内
、
今
後
４
年
間
に
わ
た
り

企
業
か
ら
の
寄
付
金
1
億
８
，

８
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
仮
に
寄
付
金
が
見
込
み
額
を

下
回
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

（
町
長
）
目
標
を
立
て
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
達
成
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
用
い
て
最
大
限
努
力
し
て
参

り
ま
す
。
万
が
一
目
標
額
に
達
し

な
い
場
合
に
は
、
予
算
の
重
点
配

分
等
も
考
慮
し
な
が
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
一
般
財
源
を
用
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据

え
た
各
種
政
策
に
つ
い
て

順
調
に
推
移
す
る
な
ら
ば

平
成
30
年
夏
に
は
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
が
実
現
す
る
運
び

で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
住
民
や
各

種
団
体
に
よ
り
様
々
な
取
組
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
取

組
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
等

に
つ
い
て
。

（
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
長
）

野
ネ
コ
・
野
良
ネ
コ
対
策

と
し
て
避
妊
・
去
勢
を
行
っ
た

後
、
里
親
を
探
し
た
り
捕
獲
場
所

へ
放
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
が
、

如
何
せ
ん
繁
殖
能
力
が
す
ご
い
の

で
な
か
な
か
減
少
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

外
来
種
の
撲
滅
対
策
に
関
し
て

は
、
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
住
民

の
通
報
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
度
処

理
し
て
お
り
ま
す
。
外
来
種
の
種

類
が
多
く
判
別
に
手
間
取
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
学
び
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い

て
は
、
年
々
減
少
傾
向
で
は
あ
り

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
不
法
投
棄
が

後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
住
民
意
識
の
啓

発
活
動
を
継
続
し
、
さ
ら
に
は
こ

れ
以
外
の
条
例
制
定
等
、
様
々
な

分
野
の
専
門
家
の
知
見
を
借
り

な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
後
に

は
、
国
内
外
問
わ
ず
数
多

く
の
方
が
観
光
や
体
験
に
訪
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

事
態
に
備
え
て
の
対
策
は
。

（
町
長
）
交
通
移
動
手
段

に
関
し
て
は
、
関
東
・
関

西
か
ら
の
直
行
便
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
就

航
し
て
い
る
奄
美
大
島
本
島
に
比

べ
る
と
か
な
り
遅
れ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
誘
致
に
関
し
て
我
々
は
相

当
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。
誘

致
活
動
の
中
で
感
じ
た
の
は
、
3

町
が
足
並
み
を
揃
え
て
同
じ
方

向
に
向
か
う
こ
と
、
そ
し
て
署
名

活
動
の
重
要
性
で
あ
り
ま
し
た
。

我
々
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
以
上

の
行
動
を
し
ま
す
が
、
議
会
に
お

い
て
も
3
町
の
議
員
大
会
で
の
主

要
テ
ー
マ
に
常
に
掲
げ
て
い
た
だ

き
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
行
動

が
今
ま
で
以
上
に
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

宿
泊
施
設
も
ま
だ
ま
だ
不
十
分

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
民
間
企
業

と
連
携
を
と
り
、
町
内
に
も
、
し

っ
か
り
と
し
た
宿
泊
施
設
が
実
現

し
、
伊
仙
町
内
に
も
経
済
効
果
が

波
及
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

地
方
創
生
の
取
組
に
つ
い
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
「
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
構
想
」
の
目
的
は
。

（
町
長
）
伊
仙
町
に
は
充

実
し
た
図
書
館
機
能
や
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
無
く
、
人
材

育
成
の
た
め
に
は
こ
う
い
っ
た
施

設
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
指

摘
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
社
会

に
お
け
る
教
育
格
差
、
地
域
格
差

が
拡
大
し
て
い
く
中
、
奄
美
群
島

全
体
の
学
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
に
こ
そ
、

地
方
創
生
事
業
の
中
で
教
育
問
題

を
打
ち
出
し
、
学
力
の
向
上
は
勿

論
の
こ
と
、
人
材
育
成
、
故
郷
に

対
す
る
愛
情
を
は
ぐ
く
む
情
操
教

育
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
取
組
の

一
環
で
あ
り
ま
す
。

福留　達也 議員
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議 会 だ よ り  い せ ん （ 9 ）

が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

港
よ
り
無
電
柱
化
の
方
が
郡

民
・
町
民
の
た
め
に
な
る
の
で

は

土
地
改
良
事
業
に
代
わ
る

次
の
大
規
模
事
業
な
ら
港

を
新
設
す
る
よ
り
も
、
台
風
時
の

停
電
対
策
と
し
て
風
の
影
響
を

受
け
に
く
い
無
電
柱
化
（
電
線
の

地
中
化
）
事
業
を
国
に
要
望
し
て

い
く
こ
と
が
町
民
、
ひ
い
て
は
島

民
、
郡
民
の
た
め
に
も
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
長
の
見
解

は
。

無
電
柱
化
も
重
要　

（
町
長
）
台
風
常
襲
地
帯

で
あ
る
た
め
、
電
柱
の
地

中
化
に
関
し
ま
し
て
は
、
町
村
会

の
ほ
う
で
も
メ
ー
カ
ー
の
方
を
呼

ん
で
説
明
会
も
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
金
子
代

議
士
が
か
な
り
強
い
意
志
で
要
望

書
を
出
す
よ
う
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
郡
内
の
い
ろ

ん
な
会
議
な
ど
を
経
て
、
国
・
県

と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
強
力
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。　

野
港
も
か
な
り
老
朽

化
し
て
い
ま
す
。
安

全
面
、
ア
ク
セ
ス
、
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
等
の
問

題
を
考
え
て
み
た
と

き
、
将
来
、
徳
之
島
に

は
新
し
い
港
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
し
、
奄

振
予
算
の
中
で
今
、

行
っ
て
い
る
土
地
改
良
事
業
が
収

束
し
て
い
く
中
で
次
の
大
き
な
事

業
が
な
い
と
い
う
事
も
常
に
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
町
民
か
ら

の
要
望
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
、

東
部
地
区
で
の
い
ろ
ん
な
議
論

の
中
で
数
回
こ
の
話
は
出
て
い
ま

す
。

各
種
機
関
と
の
協
議
は

平
成
20
年
と
今
年
、
平
成

28
年
に
要
望
し
て
い
る
わ

面
縄
新
港
建
設
事
業
計
画
に

つ
い
て町

長
は
、
今
現
在
は
町
管

理
で
あ
る
面
縄
港
を
整
備

（
現
漁
港
は
そ
の
ま
ま
で
東
側
に

新
設
・
総
工
費
50
億
円
、
15
年
間

の
新
規
事
業
）
し
商
港
へ
格
上
げ

す
る
よ
う
県
や
国
に
要
望
し
て
い

る
が
、
こ
の
面
縄
新
港
建
設
計
画

事
業
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
大
事
業
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
町
民
が
知
ら
な

い
、
あ
る
い
は
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
、
町
民
か
ら
そ
う
い
う
要
望
も

聞
こ
え
な
い
の
に
何
故
こ
の
事
業

計
画
が
で
て
き
た
の
か
問
う
。

奄
振
予
算
で
の
次
の
大
き
な

事
業
と
し
て

（
町
長
）
こ
の
計
画
は
私

が
町
長
に
就
任
す
る
以
前

か
ら
あ
り
、
も
う
20
年
程
経
て
ま

す
が
、
そ
の
間
に
亀
徳
港
も
平
土

け
だ
が
、
こ
の
８
年
間
に
庁
舎
内

で
会
議
を
も
つ
と
か
、
徳
之
島

町
、
天
城
町
、
Ｊ
Ａ
、
輸
送
関
係

機
関
の
間
で
話
し
合
い
を
し
た
と

か
、
こ
の
事
業
実
現
に
向
け
て
何

か
努
力
を
し
て
き
た
の
か
問
う
。

協
議
は
も
ち
ろ
ん
、
要
望
も

行
な
っ
た（

町
長
）
平
成
20
年
度
の

と
き
は
、
関
係
機
関
の

方
々
と
の
議
論
は
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
県
の
港
湾
総
会

と
か
九
州
地
方
整
備
局
の
港
湾

関
係
の
集
ま
り
な
ど
で
は
、「
こ

の
事
業
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。
」

と
い
う
国
の
官
僚
の
方
も
い
ま
し

た
。
協
議
会
を
作
っ
て
や
っ
て
い

く
と
い
う
事
は
ま
だ
で
す
が
、
今

回
、
改
め
て
県
の
離
島
振
興
協
議

会
で
要
望
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
緊
急
性
や
必

要
性
、
ま
た
費
用
対
効
果

は
あ
る
の
か
問
う
。

緊
急
避
難
港
・
観
光
産
業
の

活
性
化
に
も
期
待

（
町
長
）
島
内
で
生
産
さ

れ
る
農
畜
産
物
は
亀
徳

港
、
平
土
野
港
で
荷
役
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
ま
で
の
横
持
運
賃
の

削
減
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
な
る
と
、
チ
ャ

ー
タ
ー
船
や
客
船
の
入
港
増
加
が

予
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は

悪
天
候
時
の
緊
急
避
難
港
と
し
て

も
活
用
可
能
に
な
り
、
観
光
産
業

の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
伊
仙
町
が
主

体
と
な
る
の
か
、
そ
れ
と

も
国
や
県
が
主
体
と
な
る
の
か
。

（
町
長
）
今
は
町
管
理
で

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、

県
管
理
と
い
う
形
に
持
っ
て
い
く

こ
と
が
大
前
提
で
す
。

県
の
見
解
は
と
い
う
と

「
旅
客
数
、
農
畜
産
物
量

と
も
に
亀
徳
港
、
平
土
野
港
で

ほ
ぼ
対
応
で
き
て
い
る
。
ま
た
今

後
も
対
応
で
き
る
と
予
想
さ
れ

る
。
」
と
、
あ
ま
り
前
向
き
で
な

い
よ
う
に
思
え
る
が
ど
う
か
。

交
渉
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

（
町
長
）
こ
の
事
業
は
す

ぐ
に
実
現
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
長
期
的
視
野
の
中
で
10

年
、
30
年
後
を
見
据
え
た
形
で
要

望
し
て
い
く
こ
と
を
、
県
へ
も
説

明
し
ま
し
た
。
国
の
方
は
、「
国

交
省
の
方
で
何
と
か
し
た
い
。
」

と
い
う
ふ
う
な
話
を
し
て
い
る
よ

う
で
す
の
で
、
そ
の
辺
を
検
討
し

ゆ
っ
く
り
と
交
渉
し
て
い
く
こ
と

岡林　剛也 議員

問

問

問

問問

問

答

答

答答

答

答

面縄港



議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 0 ）議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 1 ）

●
事
業
目
的
・
・
井
藤
会
長
よ
り

奄
美
群
島
域
内
は
も
と
よ
り
鹿
児

島
、
沖
縄
、
関
西
圏
へ
の
航
空
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
安
全
か

つ
便
利
で
安
価
な
航
空
運
賃
の
提

供
を
通
じ
て
奄
美
地
域
の
航
空
交

通
基
盤
の
一
翼
を
担
い
、
生
活
利

便
性
向
上
や
地
域
内
外
と
の
交
流

促
進
を
積
極
的
に
進
め
奄
美
地
域

へ
の
貢
献
と
発
展
を
目
的
と
し
て

エ
ア
奄
美
株
式
会
社
を
設
立
し
、

航
空
事
業
認
可
取
得
に
向
け
取
組

ん
で
い
る
段
階
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

●
現
在
の
状
況
・
・
航
空
事
業
認

可
を
取
得
し
な
け
れ
ば
も
ち
ろ
ん

飛
行
機
を
飛
ば
す
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
ま
ず
は
国
土
交
通
省
航

空
局
の
認
可
取
得
に
む
け
取
組
ん

で
い
る
状
況
。
同
時
に
、
認
可
を

得
る
に
は
基
地
（
格
納
庫
）
の
設

置
が
必
要
な
為
、
現
在
徳
之
島
空

港
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
す
る

【
趣
旨
】
毎
月
行
な
っ
て
い
る
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
今
回
は

エ
ア
奄
美
（
株
）
を
交
え
事
業
説
明
及
び
意
見
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
エ
ア
奄
美
（
株
）
井
藤
守
仁
会
長
は
徳
之
島
出
身
者
で
、
徳
之

島
を
拠
点
に
格
安
航
空
便
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
」
を
就
航
す
る
に
あ
た
っ

て
、
徳
之
島
３
カ
町
そ
し
て
群
島
内
市
町
村
に
て
説
明
を
行
な
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め
る
べ
く
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

べ
く
県
の
土
木
部
空
港
港
湾
課
と

協
議
中
で
あ
る
。

●
補
助
金
・
・
事
業
は
全
て
自
己

資
金
で
行
な
う
。

●
運
航
開
始
・
・
事
業
認
可
の
関

係
上
ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
る

が
、
平
成
30
年
上
期
を
予
定
。

●
就
航
路
線
・
・
徳
之
島
を
含
め

た
奄
美
群
島
を
拠
点
に
鹿
児
島
、

沖
縄
、
関
西
圏
を
予
定
。

●
便
に
つ
い
て
・
・
２
機
飛
ば
す

予
定
。
２
機
飛
ば
す
為
に
は
パ
イ

ロ
ッ
ト
17
名
必
要
で
あ
る
が
、
現

在
３
名
し
か
確
保
出
来
て
い
な
い

の
で
、
１
機
を
飛
ば
す
人
材
が
確

保
出
来
た
時
点
で
ま
ず
は
１
便
体

制
で
の
就
航
を
考
え
て
い
る
。
１

機
を
飛
ば
す
場
合
と
、
２
機
飛
ば

す
場
合
の
路
線
の
組
み
方
が
異
な

る
為
、
現
在
調
整
中
。

●
運
賃
と
必
要
な
乗
客
率
・
・
Ｌ

開催日時：平成２８年１０月３１日（月）　午後３時～
開催場所：議会委員会室
出 席 者：議員（１１名）・事務局（２名）

エア奄美（株）井藤 守仁会長・西村 信泰社長
他２名（４名）　合計１７名

Ｃ
Ｃ
の
場
合
、
乗
客
率
の
ボ
ー
ダ

ー
ラ
イ
ン
を
85
％
目
安
と
し
て
い

る
。
現
在
機
材
発
注
予
定
で
あ
る

72
人
乗
り
の
場
合
、
乗
客
率
60
％

で
あ
れ
ば
年
間
約
２
億
円
の
赤
字

と
な
り
、
半
年
～
１
年
で
撤
退
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
乗
客
率
80
％
以

上
で
あ
れ
ば
２
年
目
か
ら
黒
字
。

普
段
利
用
し
て
い
る
既
存
の
料
金

よ
り
安
く
は
な
る
と
思
う
が
、
利

益
に
よ
っ
て
下
げ
幅
（
還
元
）
が

変
動
す
る
の
で
、
安
く
す
る
た
め

に
は
乗
客
率
を
90
％
以
上
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
重
要
課
題
２
点

　

１
点
目
は
、
航
空
事
業
認
可
を

早
急
に
取
得
す
る
こ
と
。（
上
記

記
載
）

　

２
点
目
が
、
現
在
の
徳
之
島
空

港
の
営
業
時
間
が
８
時
30
分
～

18
時
30
分
ま
で
と
短
く
、
せ
め
て

奄
美
空
港
の
営
業
時
間
（
８
時
～

19
時
30
分
）
も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
時
間
が
な
け
れ
ば
就
航
上
難

し
い
。
時
間
を
延
長
す
る
た
め
に

は
、
空
港
を
管
理
し
て
い
る
県
へ

の
お
願
い
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の

同
意
、
協
力
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
改
善
で
き
な

け
れ
ば
島
に
飛
行
機
を
飛
ば
す

の
は
難
し
く
な
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
是
非
営
業
時
間
の
延
長
に

つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
ポ
イ
ン
ト
・
・
島
の
皆
さ
ん
が

自
分
た
ち
の
航
空
会
社
だ
と
い
う

意
識
で
取
組
ま
な
け
れ
ば
撤
退
せ

ざ
る
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
強
力
な
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
・
・
現
在
奄
美
大
島
に

は
バ
ニ
ラ
エ
ア
が
就
航
し
、
観
光

客
の
増
加
や
地
元
住
民
の
生
活
利

便
性
向
上
な
ど
地
元
住
民
は
大
い

に
恩
恵
を
受
け
て
い
る
が
、
徳
之

島
を
含
め
他
離
島
に
は
恩
恵
は
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、

エ
ア
奄
美
（
株
）
よ
り
説
明
と
意

見
交
換
を
し
た
な
か
で
我
々
に
も

希
望
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
実
現
に
向
け
て
我
々
も

一
丸
と
な
っ
て
署
名
活
動
な
ど
協

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「徳之島を拠点に格安航空便「ＬＣＣ」を！」
全員協議会

詳
細
説
明
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あなたの声が
　地域を変える 声町民の

声

声

声

声

　今回は、役場職員OBで現在はNPO法人徳之島虹の会で理事をなさっている
美延治郷さんにお話を伺って参りました。

インタビュー者：福留議員

問．虹の会の皆さんは日頃どのような活動を行っているのですか？

　虹の会は、徳之島の宝である豊かな自然や文化を守り、次代を担う青少年育成を主な目的として活
動を行っています。具体的な自然保護活動としては不法投棄のひどい場所の清掃作業や、不法投棄を

防止するためのパトロール、クロウサギをはじめとした希少動植物等の保護活動であります。次世代育成活動で
は、こどもたちの自由研究に協力し、島の良さを伝えることや、各学校に出向き、読み聞かせや環境教育などを
行っています。

問．順調に推移すれば、奄美・琉球の世界自然遺産登録は平成29年2月の国立公
園指定を経て、平成30年夏に予定されていますが、どのように捉えていますか？

　世界自然遺産登録により入込客の増加に伴う経済効果の話が多く聞かれます。確かに徳之島が宣
伝され有名になり観光客が増えて経済が潤うことには大賛成です。けれども、もう一つ大事なことは

国立公園指定や世界自然遺産登録とは、人類共通の資産として未来へ引き継いでいくべき豊かな自然環境や歴
史を伝えることを目的としていて、島の豊かな自然や文化をどのように残し、子や孫に繋いでいくのか、これか
らが大事だと思っています。

問．伊仙町議会に対しての要望や思いは？

　自然を大切にしてきた先人からの贈り物を、私た
ちの時代で壊すことなく未来へ引き継いでいけるよ

うに、また次の世代も奄美のクロウサギや徳之島トゲネズミ等
と共生ができ、世界に誇れる徳之島を目指すような政策を推進
して頂きたいと思います。

問．世界自然遺産登録に向けての課題等があれば

　数多くありますが、10月30日に鹿児島県民交流センターで行われた「ネコで決まる世界遺産」と
いうシンポジウムが行われるほど、ネコ対策は重要になります。ネコがクロウサギやケナガネズミ、

徳之島トゲネズミなどを捕食し、絶滅するようなことになれば今回の世界自然遺産登録は見送られることになる
と思います。徳之島3町のネコ条例の改正を含めた検討が必要だと思います。
　また、エコツアーガイドの養成やルール作り、外来種の撲滅対策も大変重要です。ギンネムやアメリカハマグ
ルマが急速に勢力拡大しています。
　我々を含め、住民の皆さんの意識啓発が何よりも大事になってくると思います。先人の残した豊かな自然や貴
重な伝統文化を今後も永続的に維持するために多くの仲間たちと日々活動しています。

ギンネム

アメリカハマグルマ

美延 治郷さん



議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 2 ）

※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

議会の動き

編
集
後
記

委
員
長
　
牧
　
　
徳
久

副
委
員
長
　
岡
林
　
剛
也

委
　
　
員
　
福
留
　
達
也

委
　
　
員
　
平
　
　
博
人

委
　
　
員
　
永
岡
　
良
一

議
会
広
報
編
集
委
員
会

徳
之
島
３
カ
町
議
会
議
員

連
絡
協
議
会
に
お
け
る
奉

仕
作
業

　
平
成
28
年
10
月
12
日
（
水
）
伊
仙
町
瀬
田
海
海

浜
公
園
に
お
い
て
３
カ
町
合
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
徳
之
島
町
神
之

嶺
に
お
い
て
、
救
急
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
場
外
離
着

陸
場
周
辺
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は

地
域
振
興
を
目
指
す

意
識
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
昨
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
が
引
き
続
き

継
続
し
て
活
動
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

師
走
、
寒
さ
が
ひ
と
し
お
身
に
し
み
る
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
台
風

被
害
の
影
響
も
少
な
く
実
り
あ
る
一
年
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

伊
仙
町
議
会
で
は
第
３
回
定
例
会
を
９
月
13
日

か
ら
14
日
間
行
い
、
一
般
会
計
補
正
予
算
並
び
に

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
、
25
議
案
を
審
議

し
、
採
決
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
後

の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据
え
、
三
カ
町
議
会

合
同
で
「
奄
美
群
島
航
空
運
賃
低
減
の
拡
充
」
に

つ
い
て
議
案
と
し
、
県
へ
要
望
を
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、
今
後
も
伊
仙
町
議
会

一
丸
と
な
り
、
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
も

と
に
、
町
政
発
展
の
為
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
も
伊
仙
町
議
会
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
重
ね
て
、
毎
年
恒
例
で
あ

り
ま
す
、
「
伊
仙
町
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
大
晦
日
に
ほ
ー
ら
い
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
伊
仙
町
の
若
者
が
力
を
合
わ
せ
て
企
画
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
近
所
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
文
責　

平　

博
人
）

６月
24日	 第２９回トライアスロン大会・歓迎会（天城町）
26日	 第２９回トライアスロン大会（天城町）・堀江氏　叙勲祝賀会
	 （伊仙町）
27日	 徳之島地区介護保険組合議会（徳之島町）	
28日	 徳之島愛ランド広域連合議会（天城町）
29日〜７月１日	 県外所管事務調査（石川県・珠洲市、金沢市）

７月
3日	 伊藤鹿児島県知事伊仙町来町（伊仙町）
5日	 野村参議院議員伊仙町来町（伊仙町）
6日	 徳之島３カ町議会議員連絡協議会（徳之島町）
7日	 徳之島空港利用促進協議会総会（天城町）
11日	 伊仙町行政運営調査会（伊仙町）
12日	 奄美群島さとうきび価格対策協議会（奄美市）
14日	 世界自然遺産登録に係る景観セミナー（伊仙町）
19日	 議会全員協議会・地方創生総合戦略特別委員会（伊仙町）
20日	 徳之島３カ町議会議員連絡協議会役員会（徳之島町）
21日	 徳之島用水事業通水式典（天城町）
23日	 地域包括ケアのまちづくり講演会（伊仙町）
31日	 伊仙町ほーらい祭り（伊仙町）
	

８月
1日	 さとうきび夏植え出発式（伊仙町）
3日	 議会全員協議会（伊仙町）
16日	 平成２８年第３回臨時会（伊仙町）
20日	 伊仙町合同金婚式（伊仙町）	
23日	 寿会芸能大会（伊仙町）
30日	 町有施設利活用検討委員会（伊仙町）
31日	 JA徳之島野菜部会総会（伊仙町）

９月
8日	 議会運営委員会（伊仙町）
11日	 樟南第二高校・徳之島高校体育祭（天城町・徳之島町）

平成２８年第３回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
動静期間：平成２８年第２回定例会（６月２０日）以降の分


